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１．はじめに 

 

NTT インフラネット株式会社は，日本全国の NTT の通

信基盤設備の計画から構築，維持・管理を担っている．そ

の通信基盤設備の計画の中で，NTT の地下ケーブルは，

施設記録を基に設計者が現場へ行きマンホール内部を

調査し，実施している．しかし近年は，道路状況，工期，設

計者不足等によりマンホール内部調査が困難な状況にな

ってきており，現場へ行かず施設記録，記録写真を基に

机上で設計を実施することが多い．不備な施設記録を元

に設計を行うと，工事着工後に設計変更が発生し，設備

投資管理に重大な影響を及ぼす． 

そこで，弊社ではマンホールやとう道（通信用地下トンネ

ル）内の状況を把握し，正確な設計を行うことのできる記

録写真の利用を目的とし，その撮影が可能なシステム「ジ

オショット FE」を開発してきた．「ジオショット FE」には図－

１(a)のようにマンホール内に入孔しなくても撮影可能な吊

下げ型と，図－１(ｂ)のようにとう道や局舎内を撮影するた

めの地上設置型の２種類がある．「ジオショット FE」では，

魚眼レンズにて撮影した合計２枚の写真によりあたかもマ

ンホールやとう道内にいるかのような３６０度球体パノラマ

画像が作成でき，人孔内の状況（ケーブルの流れ，接続

箱の位置，ダクト部のケーブル使用状況，不良箇所）が誰

でも把握することができる． 

また，マンホール約７０万個，管路総延長約６０万 Km，

とう道（通信用地下トンネル）約１０００Km と膨大な設備を

管理するため，弊社ではGISを利用した設備管理システム

「ＧＩＳ設備管理システム」を１９９９年に導入して以来 12 年

利用してきた． 

本論文では，この｢ジオショット FE｣を活用した設備管理

と「ＧＩＳ設備管理システム」の利用事例ついて紹介する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ ジオショットＦＥ撮影タイプ 

 

２． 弊社におけるノウハウ継承の課題 

 

図－２のように弊社の場合５０歳以上の社員が約半数を

占めており，今後１０年間でほぼ半減することから，技術者

の高齢化に伴うノウハウの継承への対応が急務である．弊

社にかかわらず，日本の多くの歴史のある会社において，

弊社と同様に近い将来，社員構成がダイナミックに変化し

ていく．とりわけ，ノウハウを所有した５０歳から６０歳半ばの

弊社の社員がここ１０年で大量に退社していく状況にある. 

大量に退職していく社員に対して，入社してくる社員は少

なく，ノウハウの継承にその絶対数が足りない．そのため

人員の総数が不足し，今後は技術力が不足した社員によ
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る業務を避けることができず，誰でも設備，現場を理解で

きるツールが必要とされる．そこで弊社は，現場に行かなく

ても画像により設備を理解でき，設計業務での検討資料

等に利用できる｢ジオショット FE｣1) 2)を開発し，さまざまな

場面で活用を行ってきた． 

 

図－２ 社員年齢構成の推移 

 

また，弊社のノウハウとは数値化されたデータではなく，

社外との折衝業務を通じて得られた情報である．例えば，

地域固有のクレーム，特殊事情，明文化されていない地

元のルール，契約に当たっての事前の決め事など，これら

が記載された議事録やメモは，紙面であったり，電子化さ

れていても上手に整理されていないのが現状である. 

このようなノウハウ継承には，ノウハウ蓄積，共有をどの

ように効率的に，簡潔に行っていくかという課題があり，膨

大な既存の資料，データをいかに後世に継承し，今後の

事業に役立てていくのかという問題があるが，抜本的な解

決策がない状況である． 

通常，ノウハウの継承は社員を介して行ってきた.しかし

ながら，団塊世代の大量退職やキーマンの転勤などにより，

ノウハウの継承が困難になり，残された情報の必要性の有

無すら判断がつかない状況になるくなることが想定される．

そこで現在自社内で運用している GIS システムを活用して，

地図をインデックスとしたノウハウの取り込み，取り出しの

仕組みを作成し，GIS 上にノウハウを蓄積していく「ＧＩＳ設

備管理システム」を運用することとなった． 

 

３．事例（１） マンホール設備点検の記録画像 

 

NTT のマンホールは全国で約７０万個あるが，東京都

内には約４万５千個のマンホールが存在している．そのう

ち建設後３０年が経過している昭和５６年以前のマンホー

ルは約３万６千個もあり，経年による劣化状況の把握のた

めに毎年点検を行っている． 

しかし，その数が膨大であるため毎年全ての点検を行う

ことは不可能であり，優先順位（建設年度，旧規格等）を

付け，毎年約２０００個のマンホールを点検している． 

東京という地域柄，道路状況によりマンホールへの入孔

が困難な場所が多いため，この設備点検時に平成 19 年

度からジオショット FEによる撮影を行い，入孔しなくても視

覚的にマンホール内を理解できる重要な情報として約

8000 枚の画像を残してきた． 

図－３は旧規格マンホールのジオショットFEによる撮影

画像である．このマンホールは，昭和３４年建設（５２年経

過）と非常に古く，今後，このマンホールの撤去，補修が

行われる際の検討資料として画像を利用する予定である． 

  

図－３ 旧規格マンホールの設備点検画像 

 

４．事例（2） とう道の近接工事用画像 

 

 図－４のようにNTTとう道の約10ｍ下に電力会社の管路

推進工事が計画され，とう道への影響を調べるために，施

工前の状態としてジオショットＦＥによる撮影を行った． 

このとう道は昭和 55 年に建設され，31 年経過している

ためひび割れが多く発生している．当初からあったひび割

れか，推進通過後に発生したものかの記録を残すために，

通常のデジタルカメラでピンポイントでも撮影を行っている

が，すべての壁面を撮影することは不可能である． 

しかし，ジオショットＦＥによる撮影画像は，360度漏れな

く画像に収めることができるため，事前，事後で大きな状

況の変化の有無を目視確認することが可能となった． 

 

図－４ とう道近接工事概要図 

 

とう道は連続したトンネル設備であるため，撮影もある一

定間隔毎に行い，多数の球体パノラマ画像を管理しなけ

ればならない．そのため，図－５のような個々の球体パノラ

マ画像とその撮影地点がわかる設備の見取り図，それと

電力推進管路

影響範囲約 40ｍ 

電力推進管路

約 10ｍ 
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撮影地点のポイント情報をリンクさせた管理システム「ジオ

ショット FE-T」を弊社で開発し，管理を行っている．このシ

ステムは，自分がその場所にいて，まるで歩いているかの

ようにパソコン上で見ることができ，とう道入坑前のシミュレ

ーションとして利用することができる． 

 

図－５ とう道近接工事画像（ジオショット FE-T） 

 

５．事例（３） 電話交換所の設備記録画像 

 

 電話交換所は，電気通信サービスを行うため日本全国

の都市部や山間部，島しょ部など様々な場所に設置され

ている．特に山間部や島しょ部はその交通状況から，技術

者が頻繁に訪れることが難しく，直接現地に赴いて工事の

検討を行うことが難しい．そこで，電話交換所での設計，

工事の検討資料として，その場にいなくても現地を把握す

ることが容易である球体パノラマ画像を利用するため，ジ

オショットＦＥによる撮影を行った． 

図－６はNTTの電話交換所前のジオショット FE撮影画

像であるが，交換所出入り口は見通しの悪いカーブとなっ

ており，画像を操作することで周囲に状況を確認すること

ができる．交換所での工事の際の事前確認や配置車両数

の検討などを現地に行かなくても行うことができる． 

   
図－６ NTT電話交換所前のジオショット FE画像 

 

 図－７は電話交換所内の光ケーブルの配線状況である．

通常は，光ケーブルの新設，入替え，撤去工事における

設計の際に，ノウハウを持った技術者が現地に赴き，線番

表，図面などと光ケーブルの配線状況を確認し，設計を

行う．しかし，この球体パノラマ画像は現地に行かなくても

配線状況が確認でき，机上での設計を行うことができる． 

   

図－７ NTT電話交換所内のジオショット FE画像 

 

６．事例（４） ＧＩＳを利用したジオショットＦＥ画像管理 

 

「平成 23 年（2011 年）東日本大震災」により多数のマン

ホールが広範囲で被災したため，マンホールの修復作業

を効率的に行うことが必要となった．そこで，ジオショットＦ

Ｅにより撮影した画像をＧＩＳ設備管理システムに登録し，

修復への効果的なツールとして利用を試みた． 

撮影したマンホールは，岩手県，宮城県，福島県の３県

で，合計１，８００箇所のマンホールを撮影した．図－８のよ

うにジオショットＦＥにて撮影し登録した画像は，ＧＩＳ上に

カメラのアイコンとして表示され，そのアイコンをクリックす

ることにより，360 度球体パノラマ画像が格納されたフォル

ダが起動し，画像を閲覧することができる． 

 

図－８ ＧＩＳ設備管理システム（ジオショット FE） 

 

ジオショットＦＥによる画像は，図－９のようにマンホール

の収容局毎のフォルダ内に保存されており，その中には

撮影した魚眼画像，インデックス用の長方形パノラマ画像，

360 度球体パノラマ画像がある． 

 
図－９ 画像フォルダの構成 

 

本システムは GIS 地図をインデックスとしたノウハウの取

り込み，取り出しの仕組みであるため，検索機能「あいまい
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検索」を設けてある．検索対象を選択，キーワード＝「設備

名」を入力し，地図表示ボタンを押下することにより，目的

物の地図を自動で表示する． 

今回，撮影した 360 度球体パノラマ画像には図－１０の

ように，管口の壁面が崩壊し，修復が必要なマンホールが

ある．今までは，ノウハウが蓄積されたベテラン社員が，施

設記録，記録写真，位置図（地図），現場立地条件などの

様々情報を集め，修復方法の検討を行ってきた． 

  

図－１０ 360 度球体パノラマ画像 

 

しかしこのＧＩＳ設備管理システムを利用すれば，必要な

情報を全てフォルダに収めておくことにより，ＧＩＳから検索

でき，知識のない社員でも容易に情報を収集することがで

きる．また，マンホール内すべてを見渡せる画像であるた

め，修復時の機材の配置，ケーブルの移設が必要であれ

ばそのスペースの検討など，蓄積されたノウハウの無い社

員でも映像で理解することができる． 

 

７．事例（５） ＧＩＳを利用した GPS 付デジタルカメラ画像 

 

 図－１１のように今回の震災ではジオショットＦＥによるパ

ノラマ画像だけではなく，ＧＰＳ付デジタルカメラによる地

上の被災状況を撮影した画像もＧＩＳ上に登録し，この画

像もＧＩＳをインデックス化とした情報としてシステムで管理

している． 

 

図－１１ ＧＩＳ設備管理システム（GPS 付デジタルカメラ） 

 

この画像はＧＰＳにより座標情報が付加されているため，

弊社が開発したツールにより自動的にＧＩＳ設備管理シス

テムに登録することができる．これにより，誰でも簡単な操

作でGIS 地図上に画像を登録でき，ノウハウ，情報の蓄積

を行うことができる． 

 今回は，メーカー２社のＧＰＳ付デジタルカメラをそれぞ

れ４０台，１０台を被災地へ配布し，地上の被災状況を画

像に記録したが，以下のような問題も発生した． 

・GPS カメラの使用方法に慣れていない 

・GPS 電波捕捉までの時間が長すぎる 

（各メーカー，７分程度と２分程度） 

  ・スイッチを ONの状態で数時間しか電池が持たない 

以上の理由により，カメラ配布当初は活用されるまでに

時間がかかり，ＧＩＳ上での画像登録は少なかった．しかし，

「車の中でシガレットソケットから充電しながら，GPS 電波

捕捉を待ち，カメラの使用を開始する」等のアドバイスを行

い，現在では約８００件登録されている． 

 

８. おわりに 

 

これまでジオショットＦＥによる 360 度球体パノラマ画像

は，古く劣化が進んだマンホールの設備点検記録画像や

とう道の近接工事協議用画像として活用してきた．今回は，

ノウハウ継承の課題に対し，東日本大震災をきっかけとし

て，ＧＩＳと球体パノラマ画像による設備管理でその解決を

試みた． 

現在は，被災設備を撮影し，球体パノラマ画像をＧＩＳ上

に登録しているだけの途中段階であるが，ＧＩＳ上のインデ

ックスとして数多くの設備画像を登録することができた．こ

のＧＩＳ上のインデックスは，前述のとおりフォルダ構成とな

っているため，今後，折衝業務を通じて得られた情報など

をこのフォルダに保存し，弊社のノウハウを蓄積していく予

定である． 

また，被災設備の復旧工事は，一人の技術者のみが携

わるのではなく，提案，設計，積算，工事監理と様々な専

門の技術者が関与する，そこでこのジオショットＦＥによる

球体画像は，操作者の好きな視点で自由に画像を閲覧

することができるため，今後の復旧工事の様々な工程で利

用し，工事に反映する予定である． 

さらに，今回この東北での試みを全国展開し，より多く

の通信基盤設備の画像を撮影し，ＧＩＳ上で管理していく

予定である． 
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